























































































































































































































































































































































































































1999年 2004年 2008年 2011年
店舗数（実績と計画）
（注）2011年は計画，その他は実績。1999年と2004年の数字は直営店のみ，2008年と
2011年は直営店とFC店の合計。
（出所）同社提供資料から店舗数に関する数字を拾い上げ筆者作成。
図表２　店舗数の推移（実績と計画）
ビジネスケース　幸楽苑
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客を取りこぼさず他社に攻撃の隙を与えないという競争上の狙いがあることに加え，集中配送に
よる物流費の低減ならびに地域統一広告による広告・宣伝費の節約といった費用削減効果が期待
できた。さらに，ある店舗の面接にきたパート候補者の（より繁忙な）近隣店への紹介，また既
存店から新規店舗への業務支援や人材再配置といったような資源配置の柔軟性や資源重複の解消
というメリットも認められた20）。　
　また傅氏は，390円から290円への中華そばの価格引下げの理由の１つは，高くても客が入る首
都圏までと価格に厳しい中部・関西圏との商圏の差にあり，中部・関西の強力なライバル達に伍
して出店を進めるための競争上の措置であったとも説明していた（『日本経済新聞』2006年５月11日
付参照）。
　すなわち，同社は，傅氏が掲げた出店拡大構想を実現すべく，利益に負の影響を及ぼさざるを
得ない，多工場体制の構築や新たな地域への飛び地出店といった事業体制の変化を強いられてお
り，まさに成長過程の１つの踊り場にあるともいえよう。他方，2002（平成14）年頃から中華そば「日
高屋」を本格的にチェーン展開する後発企業「ハイデイ日高」（2008年２月時点の売上高177億1,900
万円）は関東圏でのドミナント出店を進めている最中にあり（同社ホームページhttp://www.hiday.
co.jp参照），全国展開に向けて飛び地的出店を余儀なくされている「幸楽苑」（2008年３月時点の連
結売上高329億1,500万円）とは異なる成長段階にあり，それこそが「幸楽苑」（2008年３月時点の純利
益は３億2,100万円であり売上高当期純利益率は0.98％）と「ハイデイ日高」（2008年２月時点の純利益は
９億1,700万円であり売上高当期純利益率は5.2%）との利益率の差を生み出しているのではないだろう
か。
◇◇◇ ケース分析に向けて ◇◇◇
①2009年以降の「幸楽苑」の事業展開を調べてください。また「ハイデイ日高」など競合企業
についても調べてください。その際，各社のIR情報，新聞記事，雑誌記事などを参照してく
ださい。
②東洋経済ONLINE「幸楽苑『290円ラーメン中止』でどうなった？主力を『520円』に切り替
え客単価は上昇」（鈴木雅幸著）（http://toyokeizai.net/articles/-/72133）という記事は，2015年６
月の看板商品290円ラーメンの販売中止の背景を扱っています。同記事では「ハイデイ日高」
に売上高営業利益率で大きく水をあけられる「幸楽苑」の苦境の原因が分析されています（例，
2015年３月期売上高営業利益率「ハイデイ日高」＝11.8％，「幸楽苑」＝2.2％）。特に参考にして欲し
い資料の１つです。
③事業・競争環境の変化を踏まえ，「幸楽苑」の強み，弱み，外部環境の機会，脅威などを明ら
かにしてください。
20）　同社関係者へのヒアリングより。
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